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平
成
21
年
第
3
回
定
例
会

　
9
月
8
日
か
ら
18
日
ま
で
、
11
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
は
９
件
、
認
定
１
件
が
提
出
さ
れ
、
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
18
日
に
採
決
の
結
果
、
議
案
９
件
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
認
定
１
件
も
原
案
の
と
お
り
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
８
日
・
９
日
の
２
日
間
で
６
名
の
議
員
が
町
の
諸
問
題
に
つ
い
て
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
ま
で
に
受
付
け
た
陳
情
１
件
は
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

平成21年第３回芝山町議会定例会提出議案

議案第１号
芝山町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について

議案第２号
職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第３号
平成21年度芝山町一般会計補正予算について

議案第４号
平成21年度芝山町国民健康保険特別会計補正予算について

議案第５号
平成21年度芝山町老人保険特別会計補正予算について

　
国
は
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、

出
産
育
児
一
時
金
を
一
分
娩
あ
た
り

42
万
円
に
４
万
円
引
き
上
げ
る
と
と

も
に
、
医
療
機
関
に
直
接
支
払
う
仕

組
み
を
導
入
し
ま
し
た
。（
出
産
に

係
る
被
保
険
者
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
し
、
安
心
し
て
出
産
で
き
る
体
制

を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
）

　
こ
れ
を
受
け
て
、
平
成
21
年
10
月

１
日
か
ら
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

の
間
の
出
産
に
係
る
出
産
一
時
金
に

つ
い
て
は
、
附
則
を
も
っ
て
第
６
条

の
規
定
の
適
用
に
「
35
万
円
」
と
あ

　
国
及
び
県
に
準
じ
て
、
職
員
の
勤

務
時
間
、
年
次
有
給
休
暇
の
単
位
及

び
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

・
１
日
の
勤
務
時
間

　
８
時
間
　
→
　
７
時
間
45
分

・
１
週
間
の
勤
務
時
間

　
40
時
間
　
→
　
38
時
間
45
分

・
年
次
有
給
休
暇
の
単
位

　
半
日
又
は
１
時
間
　
→
　
１
時
間

る
の
を
「
39
万
円
」
と
す
る
経
過
措

置
を
と
る
も
の
。
　

（
満
場
一
致
で
可
決
）

・
職
員
の
育
児
休
業
に
関
す
る
条
例

�

　�

第
11
条
（
育
児
短
時
間
勤
務
の
勤

務
形
態
）
を
改
正
す
る
も
の
。

（
満
場
一
致
で
可
決
）

　
現
行
保
育
制
度
に
基
づ
く
保
育
施

策
拡
充
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
陳
情
書
　
　
　
　
　
　
採
択

　
現
行
保
育
制
度
に
基
づ
く
保
育
施

策
の
拡
充
に
関
す
る
意
見
書原

案
可
決

議案第６号
平成21年度芝山町農業集落排水事業特別会計補正予算について

議案第７号
平成21年度芝山町公共下水道事業特別会計補正予算について

議案第８号
平成21年度芝山町介護保険特別会計補正予算について

議案第９号
平成21年度芝山町後期高齢者医療特別会計補正予算について

認定第１号
平成20年度芝山町歳入歳出決算認定について

議
案
第
１
号

　
議
案
の
概
要

議
案
第
２
号

議
員
発
議
案
第
１
号

　
陳
　
情

陳
情
第
１
号
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平成21年度芝山町補正予算（議案第３・４・５・６・７・８・９号）

平成20年度芝山町歳入歳出決算（認定第１号）

自主財源と依存財源の状況
財政構造の状況（歳入）

会　　計　　名 補正の内容 補正前の額 補正後の額

一 般 会 計

歳入は、国庫支出金、県支出金、繰入金、繰越金、諸収入及び
町債を増額。歳出は、地域活性化・経済危機対策臨時交付金等
を財源として、情報管理費（町内全域光ファイバー敷設工事）
防犯灯の改修・新設工事、商工会街路灯設置補助、農業集落排
水事業特別会計への繰出金等。また、人件費の組替えを行う。

4,288,995 4,754,077

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険
（ 事 業 勘 定 ）

歳入は、国庫支出金、繰入金、繰越金を増額し、国民健康保険
税を減額。
歳出は、保険給付費、介護納付金、諸支出金を増額。

930,334 936,610

老 人 保 険 歳入は、国庫支出金の増額。
歳出は、諸支出金の増額。 3,002 3,680

農業集落排水事業 歳入は、一般会計繰入金、繰越金の増額。
歳出は、人件費の組替えを行う。 69,201 72,346

公 共 下 水 道 事 業 歳入は、一般会計繰入金及び繰越金を増額。
歳出は、人件費の組替えを行う。 300,120 307,456

介 護 保 険 歳入は、支払基金交付金、繰越金の増額。
歳出は、諸支出金を増額。 434,160 435,475

後 期 高 齢 者 医 療 歳入は、医療保険料、諸収入を増額。
歳出は、広域連合納付金、諸支出金を増額。 63,113 63,736

会　　計　　名 歳入総額 歳出総額 差引額 うち翌年度へ
繰り越すべき額 実質収支額

一 般 会 計 4,655,863 4,378,802 277,061 1,968 275,093

特

別

会

計

国民健康保険（事業） 989,947 870,061 119,886 0 119,886
国民健康保険（直診） 33,942 30,893 3,049 0 3,049
老 人 保 険 86,920 84,144 2,776 0 2,776
農業集落排水事業 65,908 65,848 60 0 60
公 共 下 水 道 事 業 332,299 329,188 3,111 0 3,111
介 護 保 険 410,366 395,295 15,071 0 15,071
後 期 高 齢 者 医 療 60,473 56,806 3,667 0 3,667

区　　　分
20年度 19年度 対前年度比較

金　額 構成比率 金　額 構成比率 増減額 増減率

自

主

財

源

町 税 2,275,964 48.9 2,301,087 43.5 △25,123 △1.1
分 担 金 及 び 負 担 金 68,958 1.5 78,648 1.5 △9,690 △12.3
使 用 料 及 び 手 数 料 19,366 0.4 15,072 0.3 4,294 28.5
財 産 収 入 7,515 0.2 6,693 0.1 822 12.3
寄 附 金 14,057 0.3 24,170 0.5 △10,113 △41.8
繰 入 金 341,008 7.3 876,179 16.6 △535,171 △61.1
繰 越 金 312,254 6.7 226,380 4.3 85,874 37.9
諸 収 入 758,014 16.3 769,892 14.6 △11,878 △1.5

小　　　計 3,797,136 81.6 4,298,121 81.4 △500,985 △11.7

依

存

財

源

地 方 譲 与 税 89,097 1.9 92,506 1.7 △3,409 △3.7
利 子 割 交 付 金 4,922 0.1 5,187 0.1 △265 △5.1
配 当 割 交 付 金 2,342 0.1 5,589 0.1 △3,247 △58.1
株式等譲渡所得割交付金 741 0.0 4,069 0.1 △3,328 △81.8
地 方 消 費 税 交 付 金 131,940 2.8 119,580 2.3 12,360 10.3
ゴルフ場利用税交付金 79,805 1.7 71,494 1.4 8,311 11.6
自 動 車 取 得 税 交 付 金 49,087 1.1 60,859 1.1 △11,772 △19.3
地 方 特 例 交 付 金 20,647 0.4 14,620 0.3 6,027 41.2
地 方 交 付 税 60,477 1.3 57,930 1.1 2,547 4.4
交 通 安 全 対 策 交 付 金 1,759 0.0 1,963 0.0 △204 △10.4
国 庫 支 出 金 76,746 1.7 161,013 3.0 △84,267 △52.3
県 支 出 金 122,964 2.6 117,538 2.2 5,426 4.6
町 債 218,200 4.7 274,800 5.2 △56,600 △20.6

小　　　計 858,727 18.4 987,148 18.6 △128,421 △13.0
合　　　計 4,655,863 100.0 5,285,269 100.0 △629,406 △11.9

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円、％）

※（満場一致で可決）

※（満場一致で認定）
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防
犯
灯
設
置
に
つ
い

て
、
町
民
か
ら
の
設

置
の
要
望
、
要
請
に
つ
い

て
は
、
速
や
か
に
必
要
性

を
集
約
し
、
安
全
性
の
確

保
に
向
け
た
対
策
を
講
じ

る
べ
き
と
思
う
が
。

【
環
境
空
港
対
策
課
長
】

台
帳
の
整
備
、
担
当

課
の
す
み
分
け
が
一
目
で

分
か
る
よ
う
に
整
理
し
、

今
回
の
交
付
金
事
業
の
中

で
台
帳
整
備
が
で
き
れ
ば

良
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ハ
ニ
ワ
道
路
開
通
後

２
年
半
近
く
経
過
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
間
住

民
は
も
と
よ
り
地
域
団
体

か
ら
、 

ハ
ニ
ワ
道
路
側
道

の
街
路
灯
及
び
防
犯
灯
設

置
に
つ
い
て
の
意
見
、
要

望
、
要
請
を
担
当
の
課
と

し
て
、
町
長
並
び
に
県
の

担
当
者
へ
住
民
の
要
望
を

ど
の
様
に
実
行
し
て
き
た

か
お
伺
い
し
ま
す
。

【
建
設
課
長
】
県
成

田
整
備
事
務
所
の
回

答
で
は
街
路
灯
、
防
犯
灯

の
設
置
は
な
く
、
道
路
灯

と
し
た
中
で
交
差
点
部
や

危
険
な
区
域
の
中
で
道
路

灯
と
し
て
設
置
。
町
で
の

街
路
灯
設
置
は
現
在
の
と

こ
ろ
考
え
て
お
ら
ず
、
今

後
、
町
と
し
て
防
犯
灯
の

設
置
に
つ
い
て
は
県
成
田

整
備
事
務
所
と
の
協
議
の

上
、
可
能
と
の
回
答
を
得

て
お
り
ま
す
。

町
民
生
活
の
安
心
・

安
全
の
た
め
に
早
急

に
伝
え
た
い
緊
急
性
の
あ

る
類
似
多
発
事
件
、
不
審

者
情
報
を
今
ま
で
の
情
報

発
信
に
加
え
、
防
犯
メ
ー

ル
の
発
信
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
活
用
し
て
情
報
を
幅

広
く
提
供
す
べ
き
と
考
え

ま
す
が
。

【
環
境
空
港
対
策
課
長
】

現
在
は
緊
急
を
要
す

る
場
合
は
防
災
行
政
無
線

で
の
呼
び
か
け
、
毎
月
の

広
報
で
の
掲
載
。
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
は
今

後
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
こ
の
交
付
金
で

補
助
事
業
を
含
む
11

の
事
業
が
計
画
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
10
の
単
独

事
業
が
各
課
か
ら
計
画
さ

れ
今
後
事
業
化
さ
れ
る
わ

け
で
す
が
、
計
画
の
段
階

で
印
象
に
残
っ
た
事
業
化

以
外
の
計
画
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
伺
い
し
ま
す
。

【
町
長
】
事
業
採

択
に
つ
き
ま
し
て
、

テ
ー
マ
を
一
程
度
決
め
さ

せ
て
頂
き
、
一
番
は
町
民

に
と
っ
て
安
心
・
安
全
、

あ
る
い
は
通
信
と
い
う
こ

と
で
議
論
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
交
付
金
の
実
施

に
当
た
っ
て
は
、
総

務
省
内
閣
府
よ
り
、
地

域
の
中
小
企
業
の
受
注
機

会
に
配
慮
す
る
よ
う
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

事
業
を
担
当
す
る
課
と
し

て
、
町
内
の
企
業
に
対
し

て
ど
の
程
度
経
済
効
果
を

も
た
ら
す
事
が
出
来
る
の

か
お
伺
い
し
ま
す
。

【
企
画
財
政
課
長
】

今
後
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な

緊
急
か
つ
地
域
の
中
小
企

業
の
受
注
機
会
の
拡
大
と

い
っ
た
特
殊
な
趣
旨
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
地
域
に
お

け
る
経
済
波
及
効
果
が
十

分
発
揮
さ
れ
る
こ
と
と
、

ま
た
事
業
執
行
に
当
た
っ

て
は
、
入
札
等
の
基
本
的

な
ル
ー
ル
に
も
十
分
注
意

し
な
が
ら
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

成
田
空
港
の
飛
行
回

数
容
量
拡
大
に
伴
う

騒
音
問
題
に
対
し
、
住
民

へ
の
説
明
手
段
、
方
法
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

【
町
長
】
各
地
域
へ

出
向
い
て
説
明
会
を

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
は
県
、
国
、
Ｎ

Ａ
Ａ
、
町
、
議
員
の
方
々

に
同
席
頂
き
ま
し
て
、
具

体
的
な
状
況
を
住
民
の

方
々
に
説
明
し
、
ま
た
意

見
を
伺
っ
て
そ
こ
か
ら
決

め
て
い
く
。

　
意
見
を
聴
き
、
そ
れ
か

ら
今
度
は
こ
ち
ら
か
ら
提

案
し
て
い
き
、
Ｎ
Ａ
Ａ
、

町
と
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

が
で
き
る
こ
と
が
大
事
な

事
業
と
考
え
ま
す
。
そ
う

で
な
け
れ
ば
、
騒
音
下

80
％
を
抱
え
る
芝
山
町
の

状
況
と
し
て
は
、
前
進
で

き
な
い
も
の
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

一
般
質
問

伊
橋
　
寿
夫
　
議
員

騒
音
問
題

防
犯
・
安
全

対
策

地
域
活
性
化
・
経
済
危
機

対
策
臨
時
交
付
金
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光
フ
ァ
イ
バ
ー
通
信

の
導
入
は
、
町
全
域

の
敷
設
の
範
囲
は
ど
う
な

り
ま
す
か
。

【
町
長
】
現
在
、
42
％

で
小
池
、
新
井
田
と

大
台
が
敷
設
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
全
域
で
受
益

で
き
る
事
が
前
提
で
敷
設

を
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
敷
設
後
は
、
Ｉ

Ｒ
Ｕ
方
式
に
よ
り
通
信
事

業
者
に
貸
し
出
し
て
、
運

営
、
経
営
を
行
う
方
式
を

考
え
て
い
ま
す
。

敷
設
の
着
手
と
完

成
の
時
期
は
い
つ

頃
に
な
り
ま
す
か
。

【
町
長
】
平
成
21
年

11
月
に
契
約
、
完

成
が
平
成
22
年
９
月
に
完

成
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
開

始
は
平
成
22
年
12
月
を
目

標
に
事
業
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

敷
設
の
方
法
は
、

カ
ー
ブ
サ
イ
ド
（
電

柱
）
ま
で
か
宅
内
ま
で
か

ど
ち
ら
に
な
り
ま
す
か
。

【
町
長
】
敷
設
の
方

式
は
、
フ
ァ
イ
バ
ー 

ツ
ー
ザ
カ
ー
ブ
つ
ま
り
宅

内
ま
で
で
は
な
く
、
カ
ー

ブ
サ
イ
ド
ま
で
と
な
り
ま

す
。
宅
内
ま
で
は
個
人
負

担
で
す
が
、
事
業
者
に
よ

り
無
料
期
間
が
あ
り
ま
す

が
、
い
つ
ま
で
続
く
か
、

ま
た
、
開
始
さ
れ
る
か
は

今
は
限
定
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
財
源
は
ど
う
確

保
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
か
。

【
町
長
】
国
の
総
務

省
が
所
管
し
て
い
る

「
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備

推
進
交
付
金
」、
そ
し
て
、

「
地
域
活
性
化
公
共
投
資

臨
時
交
付
金
」、
そ
れ
か
ら

「
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機

対
策
臨
時
交
付
金
」
を
活

用
し
て
整
備
す
る
計
画
で

す
。
全
国
か
ら
の
交
付
金

の
奪
い
あ
い
の
形
に
な
っ

て
い
る
状
況
な
の
で
、
町

は
安
全
な
状
況
を
加
味
し

予
算
を
考
え
て
い
ま
す
。

個
別
ア
ン
テ
ナ
、
共

同
受
信
ア
ン
テ
ナ
対

策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
。

【
町
長
】
個
別
ア
ン

テ
ナ
に
つ
い
て
は
、

個
人
負
担
、
受
信
料
も
個

人
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

観
光
調
査
後
の
進

捗
状
況
は
、
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。
行
動

組
織
の
メ
ン
バ
ー
は
ど
う

考
え
て
い
ま
す
か
。

【
町
長
】
調
査
報
告

書
を
十
分
分
析
、
整

理
し
、
長
期
的
ス
パ
ン
を

と
ら
え
ま
し
て
協
議
と
時

間
を
か
け
て
展
開
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
行
動
組
織
の
メ
ン
バ
ー

は
、
調
査
時
の
部
会
を
継

承
し
な
が
ら
、
新
た
な
推

進
母
体
を
立
ち
上
げ
機
能

　
た
だ
し
、

受
信
料
免

除
世
帯
は
地

デ
ジ
受
信
の

簡
易
チ
ュ
ー

ナ
ー
を
無
償

給
付
す
る
。
ま
た
、
住
宅

ア
ン
テ
ナ
が
必
要
不
可
欠

世
帯
に
つ
い
て
は
、
無
償

改
修
を
行
う
事
と
な
っ
て

い
ま
す
。
地
デ
ジ
放
送
が

難
視
聴
と
な
る
場
合
の
対

策
は
、
国
か
ら
の
方
針
が

示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
方

針
が
示
さ
れ
た
後
に
対
応

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

個
別
、
共
同
受
信
ア

ン
テ
ナ
対
策
の
財
源
は

ど
う
捻
出
さ
れ
る
の
で
す
か
。

【
町
長
】
個
別
ア
ン

テ
ナ
は
現
在
の
と
こ

ろ
助
成
制
度
は
な
い
。
共

同
受
信
ア
ン
テ
ナ
は
、
国
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
助
成
制
度
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
共
聴
ア

ン
テ
ナ
ご
と
の
助
成
と
な

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
自
主

運
営
組
合
を
組
織
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

Ｎ
Ａ
Ａ
で
は
、
共

同
ア
ン
テ
ナ
毎
に

自
主
運
営
組
合
に

無
償
譲
渡
は
す
る

け
れ
ど
も
、
維
持

管
理
は
し
な
い
考
え
方
を

持
っ
て
い
る
。
難
視
聴
地

域
に
対
す
る
国
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
助
成
制
度
を
活
用
し
て

ほ
し
い
と
の
こ
と
で
す
。

さ
せ
る
こ
と
が
急
務
で
あ

る
こ
と
か
ら
、推
進
母
体
は
、

ト
ー
タ
ル
的
な
推
進
活
動

を
担
う
こ
と
か
ら
、
組
織

化
に
つ
い
て
は
、観
光
協
会
、

商
工
会
と
連
携
し
十
分
な

協
議
を
図
り
、
慎
重
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

行
動
計
画
の
取
組
は

ど
う
考
え
る
の
か
。

ま
た
、
そ
の
実
行
は
い
つ

か
ら
開
始
し
ま
す
か
。

【
町
長
】
分
析
と
整

理
後
、
長
期
的
ス

パ
ン
を
と
ら
え
、
実
現
可

能
な
範
囲
か
ら
計
画
的
に

予
算
状
況
を
見
据
え
て
十

分
な
協
議
を
図
っ
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
町
、

活
気
の
あ
る
町
づ
く
り
の

仕
掛
け
、
仕
組
み
づ
く
り

な
ど
観
光
事
業
と
成
田
国

際
空
港
の
観
光
資
源
の
活

用
と
あ
わ
せ
て
町
、
関
係

機
関
と
綿
密
な
連
絡
と
協

議
を
図
り
、
慎
重
に
取
り

組
み
た
い
。

小
川
　
宏
治
　
議
員

光
フ
ァ
イ
バ
ー
通
信

地
上
デ
ジ
タ
ル
対
策

観
光
調
査
の
今
後
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芝
山
公
園
、
及
び

周
辺
の
整
備
進
捗

状
況
は
。

【
町
長
】
経
済
状
況

等
の
推
移
、
事
業
効

果
を
見
極
め
な
が
ら
整
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町
実
施
計
画
内
に

お
い
て
、
数
千
万

円
の
公
園
整
備
事
業
費
が

充
て
ら
れ
て
い
る
が
こ
の

内
容
は
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進

室
長
】バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

広
場
や
お
祭
広
場
の
改
修

等
の
事
業
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。今

年
度
よ
り
再
開
さ

れ
た
プ
ー
ル
も
含
め

総
合
グ
ラ
ン
ド
内
施
設
の

今
後
は
ど
う
お
考
え
か
。

【
町
長
】
い
ず
れ
も

老
朽
化
が
進
ん
で

お
り
、
関
係
各
課
に
よ
る

再
整
備
の
検
討
委
員
会
を

組
織
し
て
具
体
的
に
進
め

て
い
き
た
い
で
す
。

将
来
の
話
か
も
し

れ
な
い
が
複
合
的

な
プ
ー
ル
と
い
う
事
で
室

内
、温
水
等
の
お
考
え
は
。

【
町
長
】４
つ
の
プ
ー

ル
を
直
す
の
が
い
い

の
か
あ
る
い
は
一
元
化
し

て
一
年
中
使
え
る
状
況
が

い
い
の
か
検
討
委
員
会
の

中
で
十
分
議
論
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
提
案

を
し
っ
か
り
と
受
け
と
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町
内
の
あ
ら
ゆ
る
施

設
の
維
持
管
理
費
を

空
港
か
ら
の
特
別
交
付
金

の
対
象
に
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
使
途
の
変

更
に
関
し
て
も
町

に
と
っ
て
一
番
い
い
方
法

を
考
え
駆
け
引
き
の
最
中

で
ご
ざ
い
ま
す
。

子
供
の
居
場
所
協

議
会
の
現
在
進
行

状
況
は
。

【
町
長
】
町
、
保
護

者
間
で
居
場
所
づ

く
り
の
意
見
交
換
会
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。行
政
、

保
護
者
、
学
校
が
一
体
と

な
っ
て
改
善
を
し
て
い
く

と
い
う
状
況
が
非
常
に
大

事
で
あ
り
、
地
域
の
多
く

の
方
々
の
参
画
も
必
要
で

あ
り
ま
す
。

22
年
春
か
ら
実
施

可
能
な
の
か
。

議
員
の
行
う
一
般

質
問
の
意
義
は
ど

う
促
え
て
お
ら
れ
る
か
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
に
町
政

に
反
映
さ
せ
て
い
こ
う
と

お
考
え
か
。

【
町
長
】
問
題
提
起

に
対
し
様
々
な
角

度
か
ら
話
し
合
い
、
検
証

す
る
事
が
最
も
望
ま
し

く
、
町
ま
た
は
町
民
の
た

め
に
議
論
を
重
ね
て
具
体

的
な
施
策
を
実
現
す
る
事

が
町
民
の
期
待
に
応
え
る

事
だ
と
認
識
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

【
町
長
】
福
祉
セ
ン

タ
ー
等
を
使
っ
て

長
期
休
暇
に
つ
い
て
は
可

能
と
い
う
お
話
あ
り
ま
し

た
が
、
じ
っ
く
り
と
議
論

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

大
き
く
関
わ
る
上

水
道
の
問
題
は
ど

う
す
べ
き
と
お
考
え
か
。

【
町
長
】
現
在
は
公

共
下
水
道
、
農
業

集
落
排
水
事
業
が
進
行
中

な
の
で
、
こ
の
事
業
を
完

成
さ
せ
る
事
が
先
決
で
あ

ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

事
業
完
了
を
見
据
え
な
が

ら
次
期
基
本
構
想
で
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

空
港
内
で
働
く
方
々

に
条
件
付
で
住
居
の

提
供
を
す
る
等
を
し
て
町

内
に
住
ん
で
い
た
だ
く
事

は
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
空
港
会
社

と
相
談
し
な
が
ら

優
先
的
に
住
ん
で
い
た
だ

く
方
向
は
可
能
だ
と
思
い

ま
す
。
ま
た
空
南
工
業
団

地
に
も
数
千
人
の
方
々
が

働
い
て
お
り
、
空
港
と
の

利
点
を
フ
ル
に
活
用
し
、

そ
の
よ
う
な
状
況
を
作
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

出
産
祝
金
の
繰
り

上
げ
、
給
食
費
の

手
当
、
医
療
費
の
拡
大
等

の
お
考
え
は
。

【
町
長
】
前
向
き
に

考
え
、
次
の
状
況
を

作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

人
口
増
対
策

総
合
グ
ラ
ン
ド

芝
山
公
園

堀
越
　
保
夫
　
議
員

学
童
保
育

（
子
供
の
居
場
所
）

一
般
質
問
に

つ
い
て
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当
初
計
画
と
現
在
で

変
更
は
あ
る
の
か
。

【
下
水
道
主
査
】
平

成
12
年
の
見
直
し

で
面
積
２
１
２
ha
人
口

６
千
６
百
人
の
計
画
で
事

業
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

又
、
22
年
度
に
見
直
し
す

る
予
定
が
あ
り
ま
す
。

工
事
の
進
捗
状
況

と
完
成
時
期
は
。

【
下
水
道
主
査
】
事

業
計
画
に
対
し
て

の
整
備
率
は
平
成
20
年
度

末
で
75
・
８
％
。
全
体
計

画
に
対
し
て
は
45
・
８
％

で
完
成
目
標
年
次
と
し
て

は
平
成
36
年
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

共
用
開
始
し
て
い
る

地
域
の
加
入
率
は
、

又
、補
助
金
が
出
な
く
な
っ

て
か
ら
の
加
入
世
帯
は
。

【
下
水
道
課
長
】
区

域
内
世
帯
数
４
７
８

に
対
し
て
２
５
３
世
帯
が

接
続
し
て
52
・
９
％
の
接

続
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

補
助
金
が
な
く
な
る
１
年

以
降
で
は
33
世
帯
比
率
で

13
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
工
費
は
ど
れ
く
ら

い
で
町
の
負
担
率
は
。

【
下
水
道
課
長
】

総
工
費
70
億
６
，

５
０
０
万
円
の
内
、
町

及
び
受
益
者
の
負
担
は

36
億
４
，
２
０
０
万
円
と

な
り
ま
す
。

維
持
管
理
の
面
か
ら

工
事
完
了
時
点
で
ど

の
く
ら
い
の
加
入
率
が
必

要
と
考
え
て
い
る
の
か
。

【
下
水
道
課
長
】
工

事
完
了
時
点
で
使

用
料
だ
け
で
維
持
管
理
を

賄
う
と
い
う
の
は
困
難

で
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
は
必
要
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

県
の
職
員
が
来
ま

す
が
、
現
在
の
税

務
課
の
人
数
で
十
分
な
対

応
が
出
来
る
の
か
。

【
町
長
】
課
税
、
収

税
な
ど
多
く
の
内

容
の
職
場
で
す
が
９
月
１

日
よ
り
３
ヶ
月
間
町
の
職

員
を
兼
務
し
税
の
公
平
な

負
担
の
意
味
か
ら
も
差
し

押
さ
え
等
の
手
法
を
習
得

す
る
な
ど
悪
質
な
滞
納
者

当
初
予
算
で
計
上

し
た
税
収
は
現
時

点
で
見
込
め
そ
う
か
。

【
税
務
課
主
査
】
個

人
町
民
税
、
法
人

町
民
税
、
た
ば
こ
税
は
落

ち
込
み
ま
す
が
固
定
資
産

税
の
増
に
よ
り
全
体
で
は

確
保
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。騒

音
の
為
の
移
転
も

少
な
く
な
り
、
多
少

と
も
財
政
に
影
響
が
出
て

く
る
と
思
う
が
。

【
企
画
財
政
課
長
】

移
転
に
よ
る
税
収

は
一
時
的
な
増
で
貴
重
な

財
源
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
現
在
譲
渡
所
得
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
町
税

の
さ
ら
な
る
徴
収
率
の
向

上
と
新
規
財
源
発
掘
に
も

傾
注
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

を
減
ら
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

県
の
職
員
派
遣
に

よ
り
、
他
の
市
町

で
は
数
字
的
に
ど
の
く
ら

い
の
成
果
を
上
げ
て
い
る

の
か
。【

税
務
課
主
査
】
国

民
健
康
保
険
税
を

除
く
県
全
体
の
現
年
分
と

滞
納
分
を
合
わ
せ
た
徴
収

率
は
２
年
間
で
１
・
08
％

向
上
し
滞
納
分
だ
け
で
は

１
・
55
％
向
上
し
て
い
ま

す
。
ど
こ
ま
で
成
果
が
得

ら
れ
る
か
は
不
明
で
す
が

納
税
者
の
納
得
の
い
く
徴

収
率
の
向
上
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
の
徴
収
率
を

仮
に
１
％
上
が
る

と
し
て
金
額
に
し
て
ど
の

く
ら
い
か
。

【
税
務
課
主
査
】
現

在
税
収
は
23
億
円

前
後
で
す
か
ら
約
２
，

５
０
０
万
円
の
税
増
収
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
民
の
た
め
こ
れ
か

ら
ど
の
よ
う
な
事
業

計
画
が
考
え
ら
れ
る
の
か
。

【
企
画
財
政
課
長
】

第
４
次
総
合
計
画

の
立
案
推
進
に
向
け
て
今

年
度
は
住
民
意
識
調
査
を

予
定
し
町
民
の
方
々
の
町

に
対
す
る
現
状
評
価
、
施

策
要
望
を
反
映
さ
せ
な
が

ら
町
の
将
来
を
考
え
て
い

き
ま
す
。

勝
又
　
　
勇
　
議
員

税
金
の
徴
収

に
つ
い
て

公
共
下
水
道

問
題

財
政
の
見
直

し
は
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平
成
13
年
度
を
初
年

度
と
し
た
、
第
３
次

芝
山
町
総
合
計
画
は
22
年

度
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

　
初
年
度
と
比
較
し
た
財

政
状
況
は
、
地
方
交
付
税
、

国
、
県
支
出
金
が
９
億
１
，

０
０
０
万
円
減
額
の
一
方

で
町
民
に
重
い
税
負
担
が

強
い
ら
れ
て
い
ま

す
。そ
の
認
識
は
。

【
町
長
】
芝

山
町
は
平
成

16
年
度
か
ら
地
方

交
付
税
が
不
交
付

国
体
と
な
っ
た
こ
と

が
大
き
く
要
因
し

て
い
ま
す
。
今
後
、

歳
出
の
節
減
を
含

め
財
政
の
健
全
化

に
む
け
て
一
層
務

め
て
ま
い
り
ま
す
。

少
子
化
対
策
と
し

て
「
母
子
健
康
づ

総
合
計
画
で
は
、
健

康
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
を
将
来

像
と
し
て
い
る
が
、
社
会

保
障
に
20
兆
円
、
公
共
事

業
に
50
兆
円
と
い
う
国
の

逆
立
ち
し
た
行
財
政
運
営

が
町
民
生
活
を
一
層
困
難
に

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
医
師
不
足

等
に
よ
る
医
療
機

農
業
施
策
の
指
針

と
し
た
「
空
港
の

活
力
を
活
か
し
た
産
業
の

育
成
」
は
、
国
の
三
悪
農

政
の
も
と
、
農
家
戸
数
、

農
地
面
積
、
農
業
粗
生
産

高
が
大
巾
に
減
少
し
農
業

振
興
ど
こ
ろ
か
大
き
く
後

退
の
一
歩
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

【
町
長
】
総
合
計
画

に
基
づ
き
施
策
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

農
業
経
営
を
取
り
巻
く
情

勢
は
一
段
と
厳
し
い
状
況

下
に
あ
り
ま
す
。
芝
山
町

は
空
港
と
農
業
が
基
幹
産

空
港
か
ら
の
プ
ラ

ス
の
面
は
都
市
づ

く
り
推
進
会
議
、
マ
イ
ナ

ス
の
面
は
四
者
協
議
会
で

議
論
を
深
め
て
、
共
生
、

共
栄
の
理
念
に
沿
っ
て
施

策
を
進
め
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
空
港
づ
く
り
だ
け

先
行
し
て
地
域
づ
く
り
は

二
の
次
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
騒
音
対
策
、

社
会
資
本
の
整
備

に
つ
い
て
遅
れ
は
あ
る
と

思
い
ま
す
が
途
中
の
段
階

で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、
５
つ
の
共
生
策

を
時
間
を
け
か
な
い
で
進

め
て
い
く
こ
と
が
町
発
展
、

町
民
福
祉
の
向
上
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

く
り
教
室
」、「
次
世
代
育

成
行
動
計
画
」、
高
齢
者

福
祉
の
た
め
の
「
保
健
福

祉
計
画
」
を
策
定
し
施
策

を
行
っ
て
き
た
が
、
人
口

フ
レ
ー
ム
か
ら
み
て
、
住

民
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
子
供
た
ち
が

激
減
し
て
い
る
の
は

事
実
で
あ
り
ま
す
。
少
子

化
対
策
と
し
て
保
育
の
支

援
、
結
婚
の
支
援
の
拡
充
、

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
元
気

で
暮
ら
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
各
種
事
業
へ
の
助
成
、

今
年
度
か
ら
社
会
福
祉
士

を
常
勤
と
し
て
業
務
の
拡

充
に
務
め
て
お
り
ま
す
。

関
の
崩
壊
に
つ
い
て
は
御

指
摘
の
通
り
で
あ
り
ま
す

が
、
町
と
し
て
は
医
療
や

介
護
、
年
金
な
ど
の
社
会

保
障
に
つ
い
て
、
国
の
制

度
を
基
本
と
し
な
が
ら
町

民
の
健
康
保
持
に
務
め
て

ま
い
り
ま
す
。

業
で
あ
り
、
農
業
で
生
活

で
き
る
環
境
を
作
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

地
域
医
療
と

社
会
保
障
は

空
港
と
地
域

の
共
生
は

町
農
業
の
現

状
は

少
子
化
対
策

高
齢
者
福
祉

の
現
状
は

財
政
状
況
は 萩

原
　
弘
幸
　
議
員

第３次芝山町総合計画について
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４
期
目
を
目
指
す
中

で
ど
の
様
な
施
策
を

考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た

い
。【

町
長
】
①
安
心
・
安

全
な
地
域
社
会
を
実

現
し
、
安
心
し
て
住
み
働

き
活
動
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
て
い
ま
す
。

社
会
資
本
の
整
備
や
新

た
な
交
通
網
の
整
備
も

欠
か
す
事
の
出
来
な
い

施
策
と
考
え
ま
す
。
②

発
着
回
数
増
や
空
港
機

能
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、

地
域
経
済
へ
の
プ
ラ
ス

波
及
効
果
、
雇
用
創
出

の
向
上
と
町
に
と
っ
て

は
建
設
的
な
ま
ち
づ
く

り
の
チ
ャ
ン
ス
と
考
え

て
い
ま
す
。
反
面
、
増

風
和
里
し
ば
や
ま

の
運
営
状
況
を
伺

い
た
い
。【

町
長
】
運
営

は
非
常
に
順
調

に
推
移
し
て
い
ま
す
。

昨
年
同
月
と
比
較
し

ま
す
と
平
均
で
30
％

伸
び
た
事
に
な
り
ま

す
。
豊
富
な
農
産
物

直
売
所
と
し
て
多
く

の
方
々
に
ご
来
店
頂

け
る
様
、
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
合
わ
せ

て
運
営
が
安
定
す
る

よ
う
徹
底
し
た
経
費

削
減
に
努
め
て
ま
い

道
路
整
備
の
進
捗

状
況
を
伺
い
た
い
。

８
月
の
広
報
に
税

負
担
の
公
平
性
を

便
に
よ
る
圧
迫
感
や
単
発

的
な
騒
音
の
増
大
も
考
え

ら
れ
ま
す
が
町
民
と
も
話

し
合
い
し
っ
か
り
し
た
環

境
対
策
を
実
施
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
③
人
口

増
対
策
で
は
子
育
て
支
援

を
進
め
て
い
く
事
だ
と
思

い
ま
す
。
義
務
教
育
・
児

童
・
生
徒
の
医
療
費
の
援

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

駐
車
場
増
設
計
画

の
進
捗
状
況
は
。

【
町
長
】
芝
生
広
場

兼
駐
車
場
増
設
を

計
画
し
ま
し
て
地
権
者
と

現
在
協
議
中
で
す
。
今
後

は
農
地
転
用
・
文
化
財
調

査
な
ど
許
認
可
関
係
手
続

き
と
条
件
整
備
が
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
早
期
に
着
工

出
来
る
よ
う
交
渉
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
町
長
】
計
画
道
路

延
長
が
数
千
メ
ー

ト
ル
で
す
。
４
月
に
業
務

委
託
の
入
札
を
実
施
し
現

在
基
本
と
な
る
道
路
線
形

案
を
作
成
中
で
す
。
今
後

は
道
路
計
画
の
方
向
が
定

ま
っ
た
時
点
よ
り
道
路
詳

細
設
計
、
交
差
点
設
計
に

入
る
予
定
で
す
。

直
売
所
建
設
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

【
町
長
】
国
道
を
利

用
す
る
方
々
や
空

港
を
利
用
す
る
方
々
の
憩

い
の
場
に
、
更
に
は
地
元

農
産
物
や
地
域
の
特
産
品

の
販
売
等
、
地
域
活
性
化

に
大
き
く
役
立
っ
て
く
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
早
い
時
期
に
具
体
的

な
提
案
を
さ
せ
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

確
保
「
滞
納
整
理
体
制
を

強
化
し
ま
す
」
と
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
問
題
で
議
会

内
で
も
何
回
か
議
論
し
ま

し
た
が
現
時
点
で
の
解
決

策
は
難
し
く
徴
収
者
と
納

税
者
間
で
の
解
決
以
外
に

な
い
と
い
う
結
論
に
達
し

ま
し
た
。
町
で
は
ど
の
様

な
方
法
・
内
容
で
進
め
て

行
く
の
か
伺
い
た
い
。

【
税
務
課
主
査
】
納

税
の
義
務
は
憲
法

第
30
条
に
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
９
月
か
ら
３
ヶ
月

間
県
よ
り
職
員
を
派
遣
し

て
頂
き
滞
納
者
の
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
と
財
産
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
ま

で
に
納
付
し
な
け
れ
ば
差

し
押
さ
え
ま
す
と
い
う
業

務
予
告
を
行
い
何
ら
反
応

が
無
け
れ
ば
差
し
押
さ
え

を
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
給
料
の
差
し
押

さ
え
等
も
考
え
て
お
り
ま

す
。

助
、
給
食
費
の
援
助
、
第

２
子
目
か
ら
の
出
産
祝
い

金
の
拡
充
等
進
め
て
行
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

税
務
関
係
に

つ
い
て

岩
山
地
区
の

開
発
は

地
域
交
流
パ
ー

ク
に
つ
い
て

次
期
町
政
運

営
は

内
田
　
白
民
　
議
員
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議会の主な動き
７月23～24日

７月25日　

７月26日　

７月30日　

８月２日　

８月９日　

８月10日　

８月19日　

８月20日

山武郡市議長会視察研修

第７回ホタル夏祭り

芝山町繰法大会

議会運営委員会

文化協会芸能発表会

山武郡市民大会

議会運営委員会

行政組合議員定例会

区長会臨時総会

８月21日

　
８月31日　
９月３日　
９月８日～18日
　
９月12日　
９月19日　
９月20日　
10月８日～10日

ＮＡＡの説明会
全員協議会
中学生こども議会
議会運営委員会
全員協議会
　　　
第３回芝山町議会定例会
芝山中学校体育祭
芝山小学校・菱田小学校運動会
芝山町敬老会

芝山議員視察研修

平成21年第４回芝山町議会定例会のお知らせ

多くの方々の傍聴をお待ちしています。
※日程等の詳細は議会事務局　TEL77－3922

期日　12月８日（火）　
　　　～12月11日（金）（予定）

芝山中学校運動会

敬老会
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議員視察研修 （徳島県上勝町・10月８日〜10月10日）

　
総
勢
14
名
で
徳
島
県
上
勝
町
に
向
か
っ
て
台
風
の

な
か
出
発
し
ま
し
た
。

　
町
面
積
の
86
％
が
山
林
、
人
口
２
，
０
０
０
人
余
、

し
か
も
高
齢
化
率
49
％
の
過
疎
の
小
さ
な
町
で
す
。

　
町
づ
く
り
と
は
何
か
、
町
の
活
性
化
と
は
の
課
題

に
「
次
代
を
担
う
若
者
定
住
」
と
位
置
づ
け
、
農
家

は
も
ち
ろ
ん
、
町
、
農
協
、
普
及
所
等
が
一
生
懸
命

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
、
彩
（
い
ろ
ど
り
）
事
業
は
、

料
理
の
つ
ま
物
に
す
る
材
料
と
し
て
商
品
化
し
、
販

売
額
は
約
２
億
６
千
万
円
と
の
こ
と
で
す
。
出
荷
、

受
注
業
務
の
効
率
化
の
た
め
、
防
災
無
線
Ｆ
Ａ
Ｘ
送

信
シ
ス
テ
ム
・
光
フ
ァ
イ
バ
ー
・
Ｉ
Ｔ
機
器
を
導
入

し
、
平
均
年
齢
70
歳
超
の
高
齢
者
が
生
き
甲
斐
を

持
っ
て
働
い
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
病
気
の
予
防
に

つ
な
が
り
医
療
費
の
減
少
に
な
っ
て
い
る
と
の
事
で

し
た
。

　
ま
た
、
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
（
間
伐
材
等
を
燃
料
と

す
る
木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
）
を
導
入
し
、
地
球
温

暖
化
、二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
輸
送
事
業
・
ご
み
の

細
分
別
・
教
育
活
性
化
事
業
等
様
々
な
取
り
組
み
が

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
視
察
の
終
了
後
、
そ
の
地
域
に
し
か
な
い
資
源
・

宝
と
い
う
も
の
に
着
眼
し
、
そ
れ
を
活
か
せ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
わ
が
町
に
も
多
く

の
資
源
・
観
光
、
そ
し
て
平
ら
な
大
地
が
あ
り
ま
す
。

町
を
愛
し
、
ど
こ
に
着
眼
し
た
ら
い
い
か
を
深
く
考

え
さ
せ
ら
れ
た
視
察
研
修
で
し
た
（
Ｔ
）
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芝
山
鉄
道
小
池
ま
で
早
期
延
伸

芝
山
鉄
道
小
池
ま
で
早
期
延
伸

芝
山
町
議
会

編  

集  

後  

記

　議
会
だ
よ
り
第
85
号
を
お
届

け
し
ま
す
。改
修
が
行
わ
れ
た
議

場
で
子
供
議
会
が
８
月
22
日
午

後
１
時
42
分
よ
り
開
か
れ
、子
供

議
員
の
鋭
い
質
問
に
、町
長
以
下

執
行
部
は
噛
み
砕
い
た
わ
か
り

や
す
い
答
弁
を
し
て
い
ま
し
た
。

傍
聴
し
て
い
た
私
共
現
職
議
員

は
質
問
内
容
の
純
粋
さ
や
正
直

な
意
見
を
聴
い
て
、こ
れ
か
ら
の

議
員
活
動
の
参
考
に
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。（
Ｋ
）

総
務
常
任
委
員
会
報
告

平
成
21
年
９
月
15
日
・
16
日

　第
３
回
定
例
会
に
於
い
て
本
委
員
会
に
付
託
を
受
け
ま
し
た
議
案
審
議
・
決

算
審
議
を
全
委
員
と
町
長
始
め
執
行
部
出
席
の
も
と
で
行
い
ま
し
た
。
結
果
３

議
案
に
つ
い
て
は
満
場
一
致
可
決
決
定
致
し
、
ま
た
平
成
20
年
度
歳
入
歳
出
決

算
に
つ
い
て
も
満
場
一
致
を
も
っ
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
執
行
部
に
お
い
て
は

議
案
審
議
の
中
で
各
委
員
か
ら
の
意
見
を
今
後
の
施
策
に
反
映
し
て
頂
き
最
大

の
効
果
が
上
が
る
よ
う
努
力
を
お
願
い
し
て
報
告
と
致
し
ま
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
報
告

　総
務
常
任
委
員
会
が
９
月
９
日
・
10
日
・
11
日
に
開
催
さ
れ
議
案
審

議
、
決
算
審
議
、
陳
情
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
委
員
出
席
の
も
と

執
行
部
よ
り
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
、
関
係
各
課
長
出
席
の
な
か
、

議
案
第
１
号
か
ら
議
案
第
５
号
ま
で
と
議
案
第
８
号
及
び
議
案
第
９

号
・
認
定
第
１
号
の
決
算
・
陳
情
１
件
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
結
果
、

す
べ
て
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。


